
 

 

 

 

誰しも馴染みの店やお気に⼊りの街角で過ごす時間は、幸せを感じるひとときです。

何度も訪れたくなる魅⼒的なお店や場所があれば、日々の暮らしに彩りが加わります。

地域特性を活かした企業⽀援と商店街の魅⼒づくりが重要です。 

身近に農業を体感できる、農の魅⼒があふれる暮らしも幸せを感じることの⼀つで

す。練馬区は、東京という⼤都市の都⼼近くに⽴地しながら、生活と融合した生きた

農業が営まれている、世界でも稀な都市です。練馬でしか体感できない都市農業の魅

⼒を発信するとともに、農地の保全や区⺠が農に親しむ取組の充実が⽋かせません。 

練馬区は、みどり豊かな住宅都市だからこそ、豊かな文化芸術が花開く可能性があ

ります。都⼼に⾏かずとも身近に楽しめる文化芸術が、まちづくりと⼀体で展開され

ることで、練馬ならではの都市文化が花開きます。文化芸術の拠点である区⽴美術館

の創造と日本を代表する芸術家の舞台やコンサートの開催、区⺠参加型のイベントな

ど、さまざまな企画の充実が求められています。 

中⼩企業⽀援、商店街振興、都市農業、文化芸術・スポーツ振興など、区⺠が暮ら

しに潤いや幸せを感じる、魅⼒あふれるまちを目指して取組を進めます。 

 

 

 

・○○○ 

・地域特性を活かした企業⽀援・商店街振興に取り組む。 

・都市農業が持つ魅⼒と可能性を世界に発信する。 

・都市計画制度等を活用した農地保全を進める。 

・意欲的な農業者による多様な農業経営を応援する。 

・みどり豊かなまちと⼀体となった練馬独⾃の新しい美術館を創造する。 

・優れた文化芸術を楽しめる魅⼒的なイベントを展開する。 

・「映像文化のまち構想」を策定し、映像文化をテーマとしたまちづくりに取り組む。 

・スポーツ施設の整備を進め、多くの⼈が参加できるイベントを充実する。 

施策の柱５ いきいきと⼼豊かに暮らせるまち 

区の基本姿勢 

施策の方向性 
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区⽴美術館は、優れた企画展等により好評を博していますが、7,000 点を超える収

蔵品の活用や⼤規模企画展の開催にはスペースが不⾜しています。 

サンライフ練馬等の周辺の区⽴施設と合わせて⼤胆に美術館を拡張し、収蔵コレク

ションや⼤規模企画展、重要文化財や国宝等も鑑賞できる場とします。美術の森緑地

と商店街・駅へ続く動線を⼀体化して、美術館を核とした街並みを実現します。 

四季を感じ、誰もが楽しめる年中⾏事を開催します。春の「こぶしハーフマラソン」

にはじまり、「真夏の音楽会」は、日本有数のフルオーケストラによるクラシック演

奏を楽しめるようにします。光と音がねりまの夏の夜を彩る「花火フェスタ」、秋の

夜は石神井の森を借景とする「みどりの風 練馬薪能」、冬は誰もが参加し楽しめる「ユ

ニバーサルコンサート」や「ユニバーサルスポーツフェスティバル」を開催します。 

 

 

 

練馬区は、市⺠生活と生きた農業が融合する世界でも稀有な都市です。練馬の都市

農業の魅⼒と可能性を世界に発信するとともに、その魅⼒を共有し、相互に学び、更

に発展させていくため、平成 31 年 11 ⽉に「世界都市農業サミット」を開催します。

開催にあたっては、都市農業について積極的に取り組んでいるニューヨーク、ロンド

ン、ジャカルタ、ソウル、トロントから、農業者や研究者、⾏政関係者を招聘します。

あわせて、ワールドマルシェや（仮称）ねりまワールドフェスティバルを開催します。 

 

 

区は、農地制度や税制度の改善を国に要望してきました。都市農業振興基本法の制

定と基本計画の策定に加え、生産緑地指定下限⾯積の緩和、特定生産緑地制度、生産

緑地貸借制度の創設などは、この活動が実ったものです。 

これらの新たな仕組みを積極的に活用し、農地保全に取り組むほか、新たな用途地

域である田園住居地域の指定に向けた検討を進めます。また、地区計画等の都市計画

制度を活用した、新たな農地保全制度を研究し、国・都と調整を進めます。 

 

生まれ変わる区⽴美術館・四季を感じる年中⾏事 リーディングプロジェクト 

 

世界都市農業サミットの開催 

農と共存するまちづくりの推進 
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